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報告書データ / Report
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内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

高効率な電気化学材料を創製するための研究を遂行した。

実験
Experimental

NM-219 フーリエ変換赤外分光光度計（IRAffinity-1S）材料の構造情報を得るため
の実験行った。
NM-220 紫外可視近赤外分光計（V-770）電解によって生成した合成物の検量に用
いた。
NM-203 誘導結合プラズマ発光分析装置群 合成した材料の組成を決定するのに使
用した。
NM-206 酸素窒素水素分析装置、炭素硫黄分析装置 合成した材料の組成を決定す
るのに使用した。

結果と考察
Results and Discussion

ここで使用された実験結果は初歩的なものであり、ここから得られた結果をもとに
より高度な解析方法を検討することにした。
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